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伊藤壌との人物 ら
‐ん ち しん

人に出会い、「近tヽう

ちに幸福を与えよう」

と告げられま魂 程

なく町奉行より免税

と機500登を、さら
に懲差より雹盤二人
が暮らせる分の米を

貝易りました。

学問や政治におい

て儒教が重視された

時代、六兵 衛の話

tょ 鵡趣籠壁サi子孝与桜』

孝子六兵衛顕彰碑 (末広町)

(1794年 )、『普閣蕩亀』

を知ろう

爾故で新

簸

た 力ヽ :か 力`

高岡の孝子/石瀬屋六兵衛(1755～89)

「孝子六兵衛」こと石瀬屋六兵衛は高岡を代表す

る孝行者です。六兵衛は一番新田ゴの生まれで初名は

弥三。生栞大変な孝行者で正直・謙虚でした。父を

早くに亡くし、幼時より米運びなどで家計を支えま

した。母は大変な酒飲みで酔うと人を罵り、地面を

響ア)｀せて暴れるので「罰免攀」とぁだ名されました。
六兵衛は稼ぎを全て母に渡し、罵られても逆らわず

心から従いました。千保川の洪水で町が水没した時

に|よ酒を飲みたいという母のために、̀泳いで橋警胃

に酒を買いにいきました。そんな六兵衛の孝心は隣

町まで広まり、皆慰化されたといいます。

ある時、六兵衛は現末広町の影無し坂で赤衣の仙

(富田徳風著、4807年)等に収録され、徳風tよ

1809年顕彰碑も建てました。現在でも毎年「孝

子祭」が行われていま魂 また1935年には市民

映画『輝く孝道』も制作されました。(仁ヶ竹主幹)
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